
〈トライアル期間〉
2022年3月1日～2022年6月30日
〈発行日〉

2022年7月5日

日開設備工業株式会社

環境経営レポート
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事業者名 日開設備工業株式会社

代表取締役社長 国島 慎亮

所在地 〒350-0021　
埼玉県川越市大字大中居390-1

電話番号 049-235-8611

FAX番号 049-235-8610

設立 1968年（昭和43年）5月

資本金 2,300万円

売上高 8億円

従業員数 20名

延床面積 513.0㎡

事業概要 建設業（空調設備・管工事他）

担当者 管理部　主任　水野
　メールアドレス ntk@nikkaisetubi.co.jp

EA21認証登録範囲 全組織・全活動

組織の概要
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１．地球温暖化対策としてCO2削減に取り組みます。

２．限りある資源を有効利用するためにリサイクル、リユースに

　　取り組みます。

３．工事現場の環境負荷が大きいことに配慮して取り組みます。

４．働き甲斐のある楽しい職場作りを目指します。

５．環境関連法規を遵守します。

６．これらの事項に対して、留まることなく継続的に改善を続けます。

２０２２年　３月　１日
日開設備工業株式会社　　　

代表取締役社長　国島　慎亮
 従業員一同

　最近の危機的な地球温暖化問題、諸資源不足等について企業とし
て必要な責任を認識し、更に「社会貢献」の一環として環境問題に
全社一丸として取り組みます。

環境経営方針

経　営　方　針

　顧客満足の向上と社会貢献を目指す企業として、「環境配慮」
「地球環境との共生」を方針として環境経営マネジメントシステム
を構築し、保全活動に取り組みます。

　企業活動のなかで、法の遵守はもとより、省エネルギー、資源の
有効利用などにおいて継続的改善に努め、常に地域社会と協同し、
一層の社会的責務を果たします。

環　境　方　針

3



役割 主な責任と権限

１．環境経営方針の制定
２．環境管理責任者の指名（自己指名を含む）
３．経営資源（人、設備、情報等）の用意
４．ＥＡ２１取組状況の評価と見直し
５．環境目標、環境活動計画書策定時の承認

１．ＥＡ２１の構築と運用
２．遵法性評価
３．エコ会議委員長
４．環境経営目標と環境経営計画の作成
５．環境目標と環境活動計画の実施状況の検討
６．コミュニケーション記録、是正・予防記録の承認
７．社長にＥＡ２１の運用状況の報告
８．緊急事態の訓練責任者
９．教育・訓練の実施責任者
10．文書管理
11．対外部折衝
１．２ヶ月に１回開催し、現状の進捗確認と次期の目標樹立
１．ＥＡ２１の周知、徹底と教育の計画
２．自部門に関する目標、活動計画の実施責任

１．目標、活動計画のうち自部門に関するものの実施
２．省エネ、分別排出、薬品類管理等決められた事項の実施
３．緊急事態への対応

手順： １．環境管理責任者が作成して、統括責任者が承認する。
２．「エコ会議」で周知する。 使用停止後３年間保管

工事部担当
（刀根正幸）

環境管理責任者
管理部主任（水野博美）　

環境経営組織図
統括責任者

社長（国島慎亮）

エコ会議

管理部担当
（水野博美）

営業担当
（社長）

従業員

統括責任者

リーダーシップの発揮

環境管理責任者

エコ会議

部門責任者
３．是正・予防の対策立案と実施責任
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2021年度
２０２2年度

試行期間
2022年度 2023年度 2024年度

㎏－CO2 57,402 16,474 56,256 55,679 55,008
増減率 ― -2.0% -2.0% -3.0% -4.0%
ｋWh 40,266 9,748 39,461 39,058 38,655
増減率 ― -2.0% -2.0% -3.0% -4.0%

L 15,365 5,000 15,058 14,904 14,750
増減率 ― -2.0% -2.0% -3.0% -4.0%

L 2,322 400 2,276 2,252 2,229
増減率 ― -2.0% -2.0% -3.0% -4.0%

㎥ 16.3 8.0 16.0 15.8 15.6
増減率 -2.0% -2.0% -3.0% -4.0%
ｋｇ 510 80 505 500 495

増減率 ― -1.0% -1.0% -2.0% -3.0%
㎥ 312 120 308 305 302

増減率 ― -1.0% -1.0% -2.0% -3.0%
品 18 18 19 20 21

増加数 ― 0.0% 1.0% 2.0% 33.0%
ｔ 51.9 現状把握 50.9 50.3 49.8

増減率 ― ― -2.0% -3.0% -4.0%
ｔ 37.2 現状把握 37.2 37.2 37.2

増減率 ― ― 0.0% 0.0% 0.0%
回 12 4 12 12 12

― ― ― ― ―

※1 基準値：事業年度と同様　5月～4月
※2 電力のCO2換算係数：大和ハウス工業㈱2019年実績(調整後)0.389kg-CO2/kWh　

事
務
所

一般廃棄物の削減

水使用量削減

グリーン購入
推進

建
設
現
場

混合廃棄物
削減

再生資材の採用

現場パトロール
の実施

C
O
2

CO2排出量削減

電力使用量削減

ガソリン使用量削減

軽油使用量削減

LPG削減

環境経営目標(中長期)
試行期間：

2022年3月～6月

環境目標項目 単位
基準値 目標値
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単位 ⽬標値 実績値 実績/⽬標 評価
㎏−CO2 16,474 14,693 89.2% ○
ｋWh 9,748 7,233 74.2% ○
L 5,000 4,359 87.2% ○
L 400 562 140.5% ×
㎥ 8.0 5.6 70.0% ○
ｋｇ 80 80 100.0% ○
㎥ 120 107 89.2% ○

品⽬数 18 18 100.0% ○
ｔ 現状把握 8.36 ̶ ー
ｔ 現状把握 16 ̶ ー
回 4 4 100.0% ○

事
務
所

購⼊コピー⽤紙の削減
⽔使⽤量削減
Ｇ購⼊推進

建
設
現
場

建設廃棄物削減
再⽣資材の採⽤

現場パトロールの実施

環境経営⽬標達成状況
トライアル期間（２０２２年３⽉〜６⽉）

⽬標項⽬

C
O
2

CO2排出量削減
電⼒使⽤量削減

ガソリン使⽤量削減
軽油使⽤量削減

LPG削減
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方針 担当者 評価 次年度取組
× 継続実施
○ 継続実施

設備ウォームアップ時間の短縮 ○ 継続実施
○ 継続実施
× 継続実施
× 継続実施
× 継続実施
○ 継続実施
× 継続実施
× 継続実施
× 継続実施
○ 継続実施
○ 継続実施
○ 継続実施
○ 継続実施
× 継続実施
× 継続実施
○ 継続実施
○ 継続実施
× 継続実施

○ 継続実施

○ 継続実施

○ 継続実施
× 継続実施
× 継続実施
○ 継続実施
○ 継続実施

○ 継続実施
工事部

巡回による分別、節電、３S指導

マニフェスト管理

再生AS、再生砂RC-10、再生砕石RC-40

管理部

管理部

工事部

工事部

管理部

環境経営実施状況の評価及び次年度の取り組み

廃コピー紙、廃段ボールのリサイクル化

水を出しっぱなしにしない

漏水の有無確認

節水の徹底

不要なものを積まない

フィルターの清掃

給湯器を付けっぱなしにしない

湯を出しっぱなしにしない

出力ミスの予防

２面付出力の活用

タイヤ空気圧チェック

管理部

工事部

工事部

管理部

混合廃棄物
削減

（現場）

再生資材の
採用

エコドライブの徹底（エコドライブ教育）

タイヤ空気圧チェック

乗り合わせ励行

金属くず、廃プラ、廃液分別排出

分別コンテナの整備、分別表示

事務用品のグリーン購入を徹底(計18品）

現場パトロー
ルの実施

環境活動実施項目

電力使用量
削減

ガソリン使
用量削減

軽油使用量
削減

LPG

一般廃棄物
削減

（事務所）

エアコン設定温度夏場２６℃、冬場２３℃

昼休み、不要な照明の消灯

設備不使用時ｏｆｆ

エコドライブの徹底（エコドライブ教育）

水使用量
削減

乗り合わせ励行

不要なものを積まない

グリーン
購入
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法規名 区分 遵守事項 評価

一廃 ①分別基準遵守 ○

契約 ①２者契約、②許可品目 ○

マニフェスト
①マニフェスト交付、②戻り日確認、③５年間保管、④交付報告
書提出

○

自社運搬 ①自社運搬基準遵守 ○

廃棄物保管 ①飛散、流出、悪臭防止 ○

建設廃棄物 ①元請がマニフェスト交付 ○

（機器メーカーに協力する①廃PC回収依頼） ○

元請
①事前調査と分別解体工事計画説明、②事前届出、③下請業
者と契約、指導、④分別解体、再資源化、⑤工事完了報告

○

下請 ①分別解体 ○

①リサイクル券、②廃車時引渡 ○

①リサイクル費用支払い、②引渡 ○

①対応車種使用 ○

①点検・清掃、②水質検査 ○

①低騒音・低振動機器使用、②作業時間遵守 ○

①フロン漏れ点検、②廃棄時フロン回収 ○

①定期点検励行、②点検・整備記録備付 ○

①PM規制適合車、②アイドリングストップ、 ○
①土砂排出の届出（元請工事の場合） 〇埼玉県土砂堆積条例

　　上表の様に法規への違反はありませんでした。
　　また、関係機関からの違反の指摘、住民等からの苦情はありませんでした。

自動車NOx・PM法

浄化槽法

騒音・振動規制法

フロン排出抑制法

道路運送車両法

埼玉県生活保全条例

家電リサイクル法

環境関連法規の遵守状況、外部からの苦情等

廃棄物処理法
川越市廃棄物処理

再生条例

資源有効利用促進法

建設
リサイクル法

自動車リサイクル法
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トライアル期間(2022年3月～6月） 実施日：2022年7月1日

(1)全体の確認・評価 実施者：社長

遵法チェック表

(2)環境方針等の変更の必要性ならびに指示事項

環境経営計画 □要
■不要

実施体制
システム全般 □要

■不要

代表者による全体の評価と見直し

環境経営方針
環境経営目標

□要
■不要

代表者の指示変更の要否

トライアルを行うことで環境経営方針の課題が浮き彫りとなった。
特に、ガソリン使用量・廃棄物の削減において社員の意識の向上が必
要と感じる結果となった。今後はトライアルの結果を踏まえて、エコ
に対する社員の意識の向上に努めたい。

システム文書 代表者による評価

環境経営目標の達成
状況、環境経営計画
の実施状況、
及びその効果

①電力・水使用量の削減は概ね達成できた。
②ガソリン使用量削減には課題が多い。今後もエコ
ドライブの徹底を軸に実施を促していく。
③廃棄物の削減については分別表示などすぐに対応
できる項目も未達成となった。今後徹底していく必
要がある。

目標と計画兼フォロー表

今後も継続して実施していく。

法規の遵守状況 達成できている。今後も継続していく。

外部からの苦情
要望、システム全体

苦情等はなかった。

発展強化点、
要改善点

①ガソリンの使用削減においては削減方法等さらに検討していく必要がある。

②廃棄物の分別表示や巡回指導すぐに実施できる点から実施する。

環境コミュニケーション記録
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